
今
回
の
医
史
学
会
が
岡
山
大
学
で
催
さ
れ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
、

現
岡
山
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
岡
山
県
医
学
校
に
ま
つ
わ
る
話

題
を
提
供
す
る
。

（
神
奈
川
県
総
合
リ
〈
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団

七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）

私
は
昭
和
四
十
六
年
四
月
、
第
七
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
、

表
題
の
第
一
報
を
報
告
し
た
。

明
治
初
期
よ
り
中
期
に
か
け
て
医
学
校
の
数
は
か
な
り
多
く
、
明

治
十
二
年
に
は
四
八
校
に
及
ん
だ
。
明
治
二
十
年
以
降
医
学
校
は
陶

汰
さ
れ
、
十
数
校
に
減
少
し
た
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月

勅
令
に
よ
り
中
学
校
令
が
布
か
れ
た
。
全
国
を
五
区
に
分
け
、
各
区

に
一
つ
ず
つ
高
等
中
学
校
が
置
か
れ
た
。
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
高

等
中
学
校
は
千
葉
、
仙
台
、
岡
山
、
金
沢
、
長
崎
に
あ
っ
た
。

明
治
二
十
年
八
月
に
は
文
部
省
告
示
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高

等
中
学
校
に
医
学
部
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て

第
三
高
等
中
学
校
医
学
部
は
現
在
の
岡
山
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ

る
。
岡
山
で
は
明
治
三
年
医
学
館
が
開
館
、
そ
の
後
岡
山
医
学
所
、

公
立
病
院
、
県
立
病
院
な
ど
と
改
称
さ
れ
た
が
、
明
治
十
三
年
岡
山

第
三
高
等
中
学
校
医
学
部
の
講
義

（
第
二
報
）

大
滝
紀
雄

戸再
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医
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
明
治
二
十
年
第
三
高
等
中
学
校
医
学
部
と

な
っ
た
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
恩
師
田
宮
知
趾
夫
先
生
の
父
田
宮
霊
一
氏
が
第
三
高
等
中
学

校
医
学
部
で
筆
記
し
た
講
義
ノ
ー
ト
を
田
宮
家
の
遺
族
か
ら
譲
渡
さ

れ
所
持
し
て
い
る
。
高
等
中
学
校
医
学
部
の
名
称
の
存
在
し
た
期
間

は
、
明
治
二
十
年
八
月
か
ら
二
十
七
年
六
月
ま
で
の
七
年
足
ら
ず
で

あ
り
、
田
宮
霊
一
の
卒
業
年
度
が
明
治
二
十
五
年
で
あ
る
の
で
、
右

ノ
ー
ト
は
明
治
二
十
一
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
、
今
か
ら
約
百
年
前

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

田
宮
氏
蔵
書
と
印
刷
さ
れ
た
和
紙
を
用
い
、
墨
と
朱
の
毛
筆
書
き

図
入
り
で
、
一
冊
平
均
二
○
○
頁
、
一
九
セ
ン
チ
×
一
三
セ
ン
チ
の

和
綴
本
三
七
冊
で
あ
る
。
欠
番
も
あ
る
の
で
全
体
で
は
四
五
冊
以
上

と
思
わ
れ
る
。
ノ
ー
ト
に
よ
る
科
目
別
と
講
師
は
次
の
と
お
り
で
あ

ヲ
（
》
０

重
学
及
三
角
術
一
冊
神
戸
要
二
郎

分
析
化
学
一
佐
藤
直

有
機
及
無
機
化
学
三
佐
藤
直
松
尾
周
蔵

片
平
周
三
郎

組
織
学
二
柘
植
宗
一

解
剖
学
三
吉
村
祥
二

生
理
学
四
富
永
伴
五
郎

薬
物
学
四
更
井
久
庸

診
断
学
一
神
吉
（
款
次
郎
？
）

内
科
病
理
学
三
坂
田
快
太
郎
、
井
上
勇
之
蒸

内
科
各
論
二
井
上
（
善
次
郎
？
）

小
児
病
論
一
更
井
久
庸

外
科
病
理
学
四
瀬
尾
原
始

外
科
各
論
五
坂
田
快
太
郎

眼
科
二
大
西
克
知
、
原
田
元
貞

花
柳
病
学
一
坂
田
快
太
郎

以
上
の
三
七
冊
で
あ
る
。

『
岡
山
大
学
医
学
部
百
年
史
』
第
二
部
第
七
章
に
第
三
高
等
中
学

校
医
学
部
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
教
師
陣
と
受
持
ち
学
課

と
こ
れ
を
比
較
し
て
承
る
と
だ
い
た
い
に
お
い
て
よ
く
一
致
し
て
い

る
。

内
容
に
つ
い
て
の
概
説
は
す
で
に
前
回
に
述
べ
た
の
で
、
今
回
は

膵
臓
と
糖
尿
病
だ
け
に
限
っ
て
考
察
し
た
い
。
こ
れ
に
関
連
し
た
記

事
は
内
科
病
理
学
（
総
論
）
三
、
内
科
各
論
一
と
二
に
見
ら
れ
る
。
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「
膵
〈
生
理
上
一
天
必
要
ナ
ル
モ
病
理
上
一
天
症
候
ヲ
呈
セ
ズ
。

故
二
必
要
ナ
ラ
ズ
。
若
シ
膵
病
ア
ル
モ
他
ノ
消
化
器
が
補
う
故
ナ

リ
。
動
物
実
験
ニ
テ
膵
ヲ
除
去
ス
ル
モ
栄
養
一
一
障
害
ヲ
来
タ
サ
ズ
。

膵
液
〈
脂
肪
ヲ
消
化
ス
。
…
又
膵
液
〈
蛋
白
質
ヲ
・
ヘ
プ
ト
ン
ニ
変

ズ
。
…
又
膵
病
ア
レ
、
ハ
時
食
密
尿
病
ヲ
起
コ
ス
。
故
二
密
尿
病
ト
膵

病
〈
関
係
ヲ
有
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
。
当
時
密
尿
病
ノ
学
説
〈
膵
病
ナ

ル
ト
云
う
説
勢
力
ア
リ
。
…
」

「
学
説
第
一
延
髄
ノ
ー
定
部
ヲ
衝
ケ
簿
〈
一
時
尿
中
二
糖
ヲ
出
ス
。

第
二
肝
臓
充
血
ス
レ
、
ハ
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
ョ
リ
糖
ヲ
多
ク
出
ス
。
則
チ

血
液
中
一
一
糖
分
千
分
三
ヲ
超
エ
レ
、
ハ
尿
中
二
糖
ヲ
出
ス
。
第
三
蛋
白

質
分
解
シ
テ
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
多
ク
生
ズ
。
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
ヨ
リ
糖
ヲ

生
ズ
。
糖
〈
通
例
肝
臓
一
一
テ
消
失
ス
ル
ガ
本
病
〈
肝
臓
ニ
テ
消
失
セ

ズ
。
第
四
通
例
砂
糖
〈
腸
胄
ヨ
リ
吸
収
サ
レ
ピ
ル
ッ
ノ
作
用
ニ
ョ
リ

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
ニ
変
ズ
。
本
病
ハ
ピ
ル
ッ
ナ
シ
・
」

こ
れ
ら
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
未
熟
な
記
載
は
、
ブ
ル
ン
ネ
ル
（
一
六

五
三
’
一
七
二
七
）
が
、
イ
ヌ
の
膵
臓
除
去
で
、
実
験
的
糖
尿
病
を

起
し
た
が
、
全
摘
し
な
か
っ
た
た
め
生
命
に
別
条
な
く
、
膵
は
生
命

と
関
係
な
い
と
い
う
結
論
を
出
し
、
膵
研
究
が
一
五
○
年
遅
れ
た
事

実
に
基
づ
く
。
ク
ロ
ー
ド
・
ゞ
ヘ
ル
ナ
ー
ル
の
有
名
な
第
四
脳
室
糖
穿

刺
で
実
験
糖
尿
犬
を
作
っ
た
の
健
一
八
四
九
年
で
よ
り
知
ら
れ
て

い
た
。
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
と
メ
ー
リ
ン
グ
が
犬
の
膵
摘
出
で
実
験
糖

尿
犬
を
作
り
、
本
格
的
糖
尿
病
の
研
究
が
始
ま
っ
た
の
は
一
八
八
九

年
（
明
治
二
十
二
）
で
あ
り
、
正
確
な
情
報
が
ま
だ
日
本
に
伝
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ピ
ル
ッ
の
想
定
は
窮
余
の
一
策
で
あ
る
。

尿
糖
定
性
法
は
ト
ロ
ン
メ
ル
、
ニ
ー
ラ
ン
デ
ル
等
四
種
が
、
定
量

も
二
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
糖
尿
病
に
限
ら
ず
、
診
断
方
法
、
臨

床
検
査
法
そ
の
他
の
医
療
情
報
が
き
わ
め
て
少
な
い
百
年
前
の
当

時
、
教
師
、
生
徒
が
異
常
な
努
力
と
熱
意
を
も
っ
て
新
し
い
医
学
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
横
浜
市
西
区
）

（69）69


